
重要3疾病の一つである血管病に含まれる急性冠症候群は、急性発症して生命に関わる重篤な疾患群であり、急性期の血行再
建治療に視点が行きがちですが、その後の二次予防（再発予防）が特に重要であることも広く認識されています。

急性冠症候群を発症された方を含む、血管病のハイリスク患者さんの場合、LDLコレステロール（以下、LDL-C）を下げること、特に
70mg/dl未満を達成することが血管病再発の減少に直結することが明らかになっています。

しかしながら、広島市*で実施された約57000人を対象にした調査によると、血管病のハイリスク患者さんのLDL-C 70mg/dl未満
の達成率は10%未満であったことが判明しています（図）。

*広島市・株式会社データホライゾン・ノバルティスファーマ株式会社が2024年1月に締結した共同事業契約のもと実施

広島県全体での血管病に対する予防啓発の新たな取り組みとして、広島県地域保健対策協議会および広島大学病院
脳卒中・心臓病等総合支援センターから、血管病のハイリスク患者さんのLDL-C管理目的での連携パスの導入を提案
させていただきました。今回は二次予防で最も大切なLDL-C管理の一点に絞り、広島県内で共通したツールを使用し、
血管病のハイリスク患者さんの予後のさらなる改善に挑みたいと考えています。

具体的な方法として、現在の診療において最も一般化されている「お薬手帳」への啓発シールおよびLDL-C実測値記載
シールを貼付することで、LDL-Cの推移を色々な立場の医療者・患者さんで共有し、LDL-C 70mg/dl未満を達成し
ていただきたいと考えています。
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